
中学生向け数学               中学校      学年 氏名             

（問題先頭の丸文字は問題を解ける学年を示し各学年で学ぶ項目は全てその学年に含ます。） 

（問題が Ｇ：良い、J:重要、Ａ：基本、Ｄ：代表的、Ｓ：新規性、Ｈ：高水準、Ｆ：標準的） 

★（４０点必須）、★★（６０点必須）★★★（７５点必須） 

②：１１５ａｇ０２１１１９５茨城２３、２０ ｓｔ ２００２年茨城県  難易度３ 

右の図のように、∠Ａ＝９０°、ＡＢ＝８ｃｍ、ＡＣ＝６ｃｍ 

の直角三角形ＡＢＣがある。辺ＡＢ、ＢＣ、ＣＡの中点を 

それぞれＤ，Ｅ，Ｆとする。点Ｐは点Ｄを出発し、秒速 

１ｃｍで線分ＤＥ，ＥＦ，ＦＣ上を頂点Ｃまで動く。 

このとき、次の問に答えよ。 

１）★（A：難易度２） 

点Ｐが線分ＥＦ上にあるとき、線分ＤＰと線分ＰＣの 

長さの和が最小となるのは、点Ｐが点Ｄを出発してから 

何秒後か。 

２）★★（Ｇ：難易度３） 

点Ｐが点Ｄを出発してからｘ秒後の△ＤＢＰの面積をｙｃｍ２と 

する。ｘの変域が７≦ｘ≦１０のとき、ｙをｘの式で表せ。 
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問題の解き方と復習のポイント 

１）最短距離は直線である。ＥＦの中点であるから（３＋２）：５秒後 

 

 

 

 



２

２）

１
△ＤＢＰの面積＝ＤＢ ＡＰ

２
１

ｙ＝ ４ （ｘ－４）＝２ｘ－８
２

別解

右図参照ＰＣ＝ａとすると、ａ＝１０－ｘ

　ＡＰ＝６－ａ＝６－１０＋ｘ＝ｘ－４

１
　△ＡＢＣ＝８ ６ ＝２４（ｃｍ ）

２
１

　△ＡＤＰ＝ ４ （ｘ－４）＝
２

（１０－ｘ）
　△ＰＢＣ＝２４ ＝４（１０－ｘ）

６
　△ＤＢＰ＝△ＡＢＣ－△ＡＤＰ－△ＰＢＣ

　＝２４－２（ｘ－４）－４（１０－ｘ）

　＝２４－２ｘ＋８－４０＋４ｘ＝２ｘ－８

　ｙ＝２ｘ－８
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